






 
１．はじめに 
 在宅医療の発展、および、施設療育から在宅療育へという障害児療育の流れの中で、吸

引、経管栄養等の「医療的ケア」（医療的介護行為）を日常的に要する障害児が増加してい

る。このような児童の「医療的ケア」を、学校教育の場において、誰がどのように行って

いくのかが、学童期における療育のあり方の大きな課題の一つとなっている。 
 このような医療的ケアのニードは、個々の障害児においても成長につれて変化していく。

医療的ケアのニードが、学齢期において年齢変化と共ににどのように変化していくかを把

握しておくことが、学校教育の場における医療的ケアの問題への対応の体制を考える場合

に必要である。しかし、今までの学童期の医療的ケアについての調査研究の中で、このよ

うな観点からの検討はなされていない。そこで、学童期において、吸引、経管栄養などの、

医療的ケアの必要性が、加齢に連れてどのように変化していくのか、調査、検討を行った。 


